
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 みなさんの健康と幸せを守るコーワのケロちゃん、

コロちゃん(※)だよ。          

今年の冬は、ことのほか寒さが厳しいケロ～。 

雪国を走る鉄道は全身真っ白。でも、みなさんを

安全に運ぶために、鉄道は一日も休まずにがんばっ

ているよ！ 

２月の上旬、ふたりは本州の北端でがんばる津軽

鉄道を訪ねて、いっしょうけんめいにエールを送っ

てきたよ。さっそくレポートしちゃうよ！ 

津軽半島で、あこがれの“ストーブ列車”に乗ってきたケロ！ 

（ケロちゃん）ものすごい地吹雪だけど、津軽鉄道のみな

さんからプレゼントしてもらった毛糸のマフラーがある

からあったかいよ！ 

（コロちゃん）今日は有名な「ストーブ列車」に乗って、

おいしいスルメを食べちゃうよ。ワクワクするコロ。 

（ケロちゃん）津軽鉄道は、昭和３年２月１３日に当時の

鉄道大臣から鉄道敷設（ふせつ）の免許状が交付され

て、難工事の末、昭和５年１１月１３日に全線が開通し

たんだよ。創立から８０年以上もたつケロ～。 

（コロちゃん）初代の社長は平山為之助さんという人で、

今の澤田社長さんにとっては、母方のおじいさんにあた

る人なんだって。歴史を感じるコロ。 

（ケロちゃん）地元では、「津軽鉄道サポーターズクラ

ブ」を中心に、たくさんの市民団体やＮＰＯ法人が津軽

鉄道を支え、励ます活動を展開しているケロ。 

（コロちゃん）津軽鉄道も、応援するみなさんの声に応え

てストーブ列車を守ったり、鈴虫列車を走らせたり、

レールオーナーを募ったりしてがんばっているコロ。 

（声をそろえて）応援団のみなさんありがんどごし！ふた

りも負げねんで応援するべし！ 

津軽鉄道 路線図 

※ 「ケロちゃん」「コロちゃん」は、興和㈱の登録商標です。 
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応援ニュース ＮＯ．２７  
              平成 25 年 2 月 15 日発行 

みなさんが津軽鉄道を支えているよ！ 

いづの間にが

津軽弁さなっ

てらな。 

コロちゃん。

どさ行って来

たば～？ 

勇壮な五所

川原の「た

ちねぷた」

も必見！ 

金木駅の近

くには太宰

治ゆかりの

記念館があ

るよ。 

ここにふるさとがある・・・津軽五所川原駅 

※ 津軽鉄道のホームページより。 

スルメ買って

きたし。 

どこか温かい

ね、津軽弁。 



 

 
＊「応援ニュース」では、ケロちゃんコロちゃんの応援活動の様子をお知らせします。 

＊バックナンバーは、日本民営鉄道協会のホームページ「地方民鉄応援プロジェクト」でご覧いただけます。 
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冬の風物詩 ストーブ列車の魅力をぜ～んぶ紹介しちゃうよ！ 
 （ケロちゃん）わーい、津軽半島観光アテンダントのお姉さんたちだ。ストーブ列車に乗るのははじめて

だから、アテンダントさん案内してケロ～。 

（アテンダントさん）おはよごす。よぐ来たね～。ストーブ列車は、１２月１日から３月３１日まで、津

軽五所川原と津軽中里の間を一日３往復します。時刻表は、津軽鉄道のホームページさ載ってるはんで

確認して下さいね。それから、ストーブ列車料金として３００円をいただいています。 

（コロちゃん）ストーブ列車はどうやって動いているコロ？ 

（アテンダントさん）ＤＤ３５０というディーゼル機関車が、客車のオハフ３３とオハ４６を引いていま

す。客車は昭和２３年製と２９年製の２両で、民鉄では大井川鐵道と津軽鉄道にしか残っていないの。 

（ケロちゃん）１両に２つずつダルマストーブがついているよ。車掌さんが石炭を入れているケロ。車内

では、小泊産のスルメ（３００円）、地酒のストーブ酒（３００円）、つくねいもチップス（３００

円）、リンゴの餡入りのストーブどらやき（１５０円）も販売しているケロ！ 

（アテンダントさん）コロちゃんのスルメを焼いてあげるね。細かく裂くと食べやすいのよ。 

（コロちゃん）外は吹雪でも車内はもう春。あっちちちぃ～。ストーブの周りは夏真っ盛りだコロ～。 

さあ出かけ

ちゃうよ。 

 

跨線橋を

渡って行く

コロ。 

機関車が 

スタンバイ。 
スルメは漁師の

カッチャ（お母さ

ん）が日本海の海

水で洗って干した

スグレもの。 
走れメロス号

もステキ。 

たちねぷた祭の期間

中（８月４～８日）

に一日だけ「真夏の

ストーブ列車」が走

るんだって。灼熱の

イベントだケロ。 

ストーブ列車はす

べて自由席。列車

券は車掌さんが販

売しているよ。 

詳しいことは、津軽半

島観光アテンダントブ

ログを見てコロ。とっ

ても楽しいし！ 

この客車はオ

ハ４６だよ。 


